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あらまし：本研究では女子教育の特徴を活かした異校種異年齢が混在する高大連携授業において，裸眼

3D 視線一致型テレビ会議システムを用いた双方向遠隔学習環境による多様な対話型学習を試行し，双方

向遠隔学習環境における向き不向きな学習を個々に検証し，学習効果測定を行い明らかにすることを目的

とする．対話型学習実施内容として，「競争型学習」「協調型学習」「協働型学習」「交流型学習」の 4 種類

の活動類型をもとに，女子教育であることを踏まえた対話型学習活動を考案し，9 活動を定義した． 
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1. はじめに 

近年，高校大学双方ともアクティブラーニングに

おける学習活動が推奨されている．アクティブラー

ニングとは学習者が主体となる学習方法で，本研究

では，特に遠隔環境における対話型学習を中心に，

高大連携授業をデザインする．また，学習内容は，

女子高校と女子大学が連携することから女子教育の

特徴を生かした内容を検討する． 

近年，高大連携授業の事例が多く上げられるよう

になった．しかし，継続的に実施することは，物理

的距離が近い高校と大学間に限られていることがほ

とんどである．本研究では，まず物理的距離を克服

するテレビ会議システムにおける双方向遠隔授業環

境を提案する． 

また，現行のテレビ会議システムは対話する双方

の視線が一致しないことから不自然な対話環境であ

り，対話型学習の実現は困難である．よって，本研

究では視線一致を可能とするテレビ会議システムを

用いて遠隔による対話型学習環境を実現する． 

なお，先行研究（1）では，視線一致型テレビ会議シ

ステムを用いた遠隔学習環境による教育ディベート

において，直接対面して議論することへの遠慮が軽

減され，対面時よりも，むしろ視線が一致する遠隔

環境の方が効果的であることが明らかにされている．

よって，本研究における異校種異年齢による対話型

学習においても予想される遠慮が，視線が一致する

遠隔環境では和らぎ対話型学習の効果が向上するの

ではないかと考える． 

他方，現行のテレビ会議システムは全て 2 次元平

面画像(以降 2D と称す)で，動作や所作の伝達など空

間を必要とする場合には不向きである．よって，一

定の空間を表現でき，かつ視線一致が可能な，裸眼

立体映像（以降 3D と称す）による映像通信を行う． 

以上により，本研究では女子教育の特徴を生かし

た異校種異年齢が混在する高大連携授業において，

3D 提示が可能で視線が一致した双方向遠隔学習環

境による多様な対話型学習を試行し，向き不向きな

学習などを個々に検証し明らかにすることを目的と

する． 

 

2. 裸眼 3D視線一致型テレビ会議システム 

谷田貝ら(2)はすでに眼鏡が不要な 3D 映像で，遠隔

で対峙するお互いが視線を合わせることできるテレ

ビ会議システムを開発している．図 1 に本研究で利

用する裸眼 3D 視線一致型テレビ会議システムを示

す． 

図 1 のシステムは先行研究（1）において使用されて

いるものと同一である，3DBiz 研究会と Manage 

OnLine Corp が開発した 4K3D 液晶ディスプレイ

3DSKY-U50S（50″3840×2160dpi，レンチキュラー

方式，28 視差，視野角 145°，最適視聴距離 3～7m）

の初号機を三友株式会社の技術協力を受け導入した． 

 

3. 研究方法について 

本研究では，蒲田女子高等学校と共立女子大学文

芸学部において，遠隔環境で表 1 に示す対話型学習

を実施する．学校間の特性として，女子高と女子大

であることから，授業として取り入れられている華
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道や幼児教育などの学習内容についても盛り込む． 

 

  
 図 1 裸眼 3D 視線一致型テレビ会議システム 

 

表１ 対話型学習実施内容 

競
争
型
学
習 

討論 

高大対抗または高大混成チームで，教育ディ

ベート(3)を行う． 

競争課題 

高大対抗または高大混成チームで，競争課題

解答や競争フェルミ推定の競技を行う． 

協
調
型
学
習 

討論 

高大共通テーマに関しデスカッションする． 

調べ学習 

高大混成チームにより，特定課題に対する協

議・調査・発表を行う． 

課題研究 

高大混成チームを結成し，共同研究と発表を

行う． 

協
働
型
学
習 

伝統文化 

華道や茶道などの伝統文化に関する協働活

動． 

制作 

絵本，人形劇，手芸，調理などの協働制作． 

交
流
型
学
習 

自由会話 

自己紹介やお互いを知るために自由に会話す

る． 

コミュニケーションゲーム 

言葉遊びや対話ゲームなど行い懇親を深め

る． 

 

学習環境は，裸眼 3D 視線一致型テレビ会議シス

テムを使用し，多様な高大連携遠隔対話型学習を実

施し，その効果を，質問紙調査（学習者の主観評価）

と教育効果測定（学習者に対する客観評価）により

取得し，多変量解析手法により比較分析する．表 1

より，本研究では対話型学習を 4 つに区分し，同一

区分内および異区分間において，学習者の主観･客観

評価の違いを明らかにし，裸眼 3D 視線一致型テレ

ビ会議システムを利用した遠隔学習環境の向き不向

きを明らかにする． 

4. おわりに 

本研究では女子校間の対話型学習に焦点を当てて

いるが，所属研究室では，共学の他大学等との交流

学習も計画されている．よって，今後は，女子教育

と共学教育で差異が認められるのかについても比較

検討する価値があるものと考えられる． 
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